
≪特別支援学校坂戸ろう学園の活性化・特色化方針≫ 

種別 聴覚障害 
学部・ 

学科 

幼稚部・小学部 

中学部・高等部 

R7.5.1 

児童・ 

生徒数 

(男) 41 

(女) 36 
計 77 

アクセス 東武東上線 北坂戸駅から徒歩１５分 

＜教育課程等＞ 

・幼稚部は、「健康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」、「表現」における発達の側面と自立活動における障

害に対応する側面を取り入れた教育課程を編成しています。 

・小学部～高等部は小学校、中学校、高等学校に準じた教科学習を行っています。 

・高等部では進路希望に応じて、普通科、産業工芸科の２つの学科を設置しています。 

・重複部は個々の障害の状況に応じ、教科及び領域別の学習の他に領域・教科を合わせた学習（日常生

活の指導、生活単元学習、作業学習）を行っています。 

＜学校行事・部活動＞ 

・運動会・体育祭（５月）やあゆみ祭（１０月）は幼稚部から高等部まで一緒に取り組んでいます。 

・修学旅行は高等部第２学年が沖縄、中学部第３学年が栃木・福島方面、小学部第６学年が日光に行き

ました。他の学年では遠足、宿泊学習等を行っています。 

・部活動は、中学部、高等部の生徒が対象で、陸上競技部、バレーボール部、野球部、卓球部、芸術部

の５つの部活があります。運動部は、関東聾学校体育連盟の他に中体連、高体連、高野連の大会に参

加しています。令和 6 年度は卓球部が関東聾学校卓球大会（８月）女子団体戦で優勝し、続く全国聾

学校卓球大会（１１月）でも優勝し日本一になりました。 

・その他にりんり俳句大賞、お～いお茶新俳句大賞等、各種俳句コンクールで入賞をしています。 

＜家庭・地域との連携＞ 

・近隣の保育園や幼稚園、小学校、中学校、高等学校と交流会を実施しています。 

・学校公開を年２回（６月、１０月）実施しています。 

・寄宿舎太鼓サークル「こばと会」が、坂戸市や地域のイベントで太鼓演奏をしています。 

＜進路＞ 

・毎年大学等に進学しています。 

   ＜進学先＞立正大学、埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園専攻科、RONA スクール 

      

・求人増加に伴い、就職も充実しています。 

   ＜就職先＞UD トラックス株式会社 

（※児童生徒数：R7.5.1 現在、進路はR7.3 卒業生の実績） 



本校では共通コミュニケーション手段として

「手話」を使っています。 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立特別支援学校坂戸ろう学園 幼児児童生徒の成長物語（育成方針） 

〇幼稚部・小学部・中学部・高等部、合わせて７７名の幼児児童生徒
が学んでいます。（R7.5.1現在） 

〇乳幼児教育相談が設置されており、０歳児から教育相談を受け付
けています。 

〇県立学校唯一のきこえとことばの相談支援センターを設置してお
り、地域の小中学校に通う聴覚に障害のある児童生徒の相談・支
援を行っています。巡回教育相談では高校生まで支援しています。 

○共通のコミュニケーション手段を『手話』とし、あらゆるコミュニケーション手段を活用し、学力の向上を図っています。 

○全校の幼児児童生徒が学部を超えてお互いに助け合う、アットホームな雰囲気が本校の魅力です。 

○個に応じた指導を大切にしています。学習内容は、聞こえない・聞こえにくいという特性を十分に踏まえ、幼稚園、小学校、中学校、高

等学校に準じた教育をしています。複数の障害を併せ有する幼児児童生徒は、個々の障害の状況に応じて学習内容を工夫しています。 

〇中学部、高等部は活発に部活動を行っています。聴覚障害に配慮のある企業への就職のほか大学等への進学希望も増え、そのために教育

課程も工夫しています。 

聴覚障害の特別支援学校 

【ブルーライトアップイベント】 

 ９月２３日は「手話言語の国際 

デー」です。坂戸市が主催するイ 

ベントに参加し、坂戸駅で手話の 

普及促進活動を行いました。 

幼稚部 中学部 高等部 

重
複
部 

地域支援部 寄宿部 

小学部 

＜学校教育目標＞「自分らしく生きる」 

＜ 目 指 す 学 校 像 ＞ 多 様 な 社 会 の 中 で た く ま し く 生 き る た め の 力 を 育 む 、 地 域 か ら 信 頼 さ れ る 学 校  

よく遊び 考え

伝え合う子 
自分で考え 

行動する子 

自分を見つめ 成長する 

社会を知り 

たくましく生きる 

やりたいことをみつける 

 大学・専門学校への進学、 

 一般企業への就職 

 福祉作業所等への通所 

 

【広報さかど裏表紙「あいらぶ手話」】 

 令和６年度の坂戸市の広報誌 

において、本校の生徒が年３回 

手話表現や学校生活について紹 

介をしました。 

学校の様子 

先生やお友達といっぱいお話

ししよう！先生やお友達と楽

しく遊ぼう！できることは自

分でやるぞ！ 

学校を大いに楽しもう！だから、

しっかり勉強 ルールを守る 

みんな仲良し 頑張るぞ！！ 

自分を見つめ、成長します！ 

勉強だけでなく、心も体も鍛えます。 

日々の学校生活や部活動では、話し合

い活動を大切にして学力向上、考える

力を伸ばし、仲間と共に育ちます 

社会で活躍する、たくましい大人を目指し

て！ 

○強さと優しさを持った学校のリーダーと

しての自覚 

○自分の夢の実現に向けて頑張れる力強さ いつも自分らしく、生き生きと 

○伝える・伝わる  

○人とつながる  

○たくさんの学びで大人へと 

○乳幼児教育相談 

 パパ・ママと楽しくいっぱい遊ぼう 

○きこえとことばの教室 

 地域の学校に通う児童生徒の心の拠り所 

みんなと仲よく、自分のことは自分で！ 

○しっかり勉強、楽しい余暇活動 

○身の回りのことは自分で 

○仲間とともに太鼓サークル活動 

坂 戸 ろ う 学 園 の １ 年 の 出 来 事 

【太鼓サークル「こばと会」】 

 寄宿舎には太鼓サークルがあります。文 

化祭や地域の夏祭り、イベント等で発表し 

ています。２０２５年東京開催のデフリン 

ピック応援イベントで発表しました。 

デフフッドの視点（※）を取り入れた教育活動 

※ろう者である自分自身をありのまま探求し、ろう文化を学

んでいく 

通級指導教室 

支援籍学習 

地域の学校 

難聴理解体験授業の派遣 


